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自

治

功

労

産
業
経
済
功
労

文

化

奨

励

賞

社
会
福
祉
功
労

谷口　二郎さ
 ん

北６－１・75歳

新沼　靖典さ
 ん

北１－３・71歳

沼田　孝子さ
 ん

南４－１・64歳

尾岸　德雄さ
 ん

平和・73歳

矢野利惠子さ
 ん

南３－４・60歳

功
績
を

た
た
え
て

　

11
月
３
日
、
町
の
発
展
な

ど
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ

の
功
労
賞
、
文
化
賞
、
ス
ポ

ー
ツ
賞
な
ど
の
表
彰
式
が
町

民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
７
年
５
月
か
ら
平
成
23
年

４
月
ま
で
の
連
続
４
期
16
年
間
に

わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
地

域
行
政
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
委
員
長
お
よ
び
議
会
運
営
委
員

会
副
委
員
長
等
の
要
職
を
歴
任
す

る
な
ど
、
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し

た
識
見
を
も
っ
て
町
政
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
さ
ら

に
平
成
10
年
４
月
か
ら
平
成
24
年

３
月
ま
で
の
14
年
間
に
わ
た
り
町

社
会
福
祉
協
議
会
役
員
と
し
て
、

独
居
老
人
対
策
や
児
童
福
祉
対
策

を
推
進
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成

13
年
12
月
か
ら
足
寄
町
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
、
平
成

19
年
12
月
か
ら
は
同
会
長
と
し
て
、

さ
ら
に
平
成
18
年
４
月
か
ら
町
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
と
し
て
、
組

織
の
運
営
に
も
積
極
的
に
参
画
し
、

本
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

団 

体

足
寄
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

第
57
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
中
学
校
Ｃ
編

成
の
部
金
賞

足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

第
57
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
小
学
校
の
部

金
賞ジ

ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞

個 

人

斎
藤
　
　
豪
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

平
成
24
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
33
回
北
海
道
中
学
校
水

泳
大
会
男
子
４
０
０
ｍ
自
由
形
第

１
位団 

体

足
寄
中
学
校
水
泳
少
年
団

　

平
成
24
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
33
回
北
海
道
中
学
校
水

泳
大
会
団
体
男
子
の
部
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 

人

和
知
　
英
樹
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
）

　

平
成
24
年
度
第
47
回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
十

勝
支
部
大
会
男
子
個
人
優
勝

　

平
成
24
年
度
第
58
回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
兼

第
57
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
競
技

選
手
権
大
会
北
海
道
予
選
会
男
子

個
人
第
３
位

鳥
羽
菜
々
子
さ
ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

平
成
24
年
度
第
47
回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
十

勝
支
部
大
会
女
子
個
人
優
勝

原
　
　
茉
畝
さ
ん（
帯
広
三
条
高
１
年
）

　

第
16
回
北
海
道
中
学
生
選
抜
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会
女
子

５
０
０
ｍ
第
２
位

横
田
　
早
紀
さ
ん

（
足
寄
高
１
年
）

　

第
16
回
十
勝
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
女
子
15
・
18
歳
４
０
０
ｍ
自

由
形
第
１
位

菅
原
　
　
諒
さ
ん

（
足
寄
中
２
年
）

　

第
１
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ス
プ
リ
ン

ト
水
泳
競
技
大
会
男
子
11
・
12
歳

１
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位
、
男
子

11
・
12
歳
２
０
０
ｍ
自
由
形
第
１

位団 

体

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
女
子

　

平
成
24
年
度
第
47
回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
十

勝
支
部
大
会
女
子
団
体
優
勝

足
寄
中
学
校
卓
球
部
男
子

　

平
成
24
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
42
回
北
海
道
中
学
校
卓

球
大
会
男
子
団
体
戦
第
３
位

個 

人

星
　
佐
代
子
さ
ん

（
郊
南
１
） 

　

第
37
回
全
道
民
謡
民
舞
大
会
全

国
民
謡
の
部
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 

人

田
中
亜
寿
香
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
） 

　

第
48
回
北
海
道
管
楽
器
個
人
コ

ン
ク
ー
ル
帯
広
地
区
大
会
中
学
校

金
管
の
部
金
賞

櫻
井
　
風
土
さ

ん

（
螺
湾
小
６
年
）

　

鹿
追
ウ
ィ
ン
ド
ゥ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
６
回
花
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
大
賞 

　

昭
和
56
年
に
足
寄
町
商
工
会
理

事
に
就
任
以
来
、
永
年
に
わ
た
り

町
商
工
会
組
織
体
制
の
強
化
や
地

域
活
性
化
事
業
の
推
進
に
努
め
、

経
営
改
善
普
及
事
業
を
通
じ
小
規

模
事
業
者
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
９
年
５

月
に
町
商
工
会
会
長
に
就
任
以
来
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興

　

平
成
４
年
12
月
か
ら
平
成
22
年

11
月
ま
で
の
18
年
間
に
わ
た
り
民

　

昭
和
61
年
４
月
か
ら
平
成
24
年

３
月
ま
で
の
26
年
間
に
わ
た
り
、

足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
と

し
て
独
居
老
人
対
策
や
低
所
得
世

帯
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
対
策
等

を
推
進
し
、
地
域
福
祉
の
増
進
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
平
成

７
年
６
月
か
ら
理
事
と
し
て
、
平

成
10
年
４
月
か
ら
は
会
長
と
し
て
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
本
町
の
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
３
年
５
月
か
ら
平
成
23
年

４
月
ま
で
の
４
期
16
年
間
に
わ
た

り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
地
域
行

政
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
産
業
経
済
常
任
委
員
会
副

委
員
長
と
し
て
、
豊
富
な
経
験
と

卓
越
し
た
識
見
を
も
っ
て
町
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
商
工
業
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
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姉妹都市カナダ・アルバータ州ウェタスキウィン市から

ビル・エリオット市長（左から５人目）と

テッド・ギレスピー・シティーマネージャー（同８人目）、

グレン・ルッカー市議会議員（同７人目）の３人の代表団が

10月21日から23日まで足寄町を訪れました。

１９９０年に姉妹都市提携を結んでから22年が経過し

交流の輪はますます広がりを見せています。

ますます広がる国際交流の輪

10
月
21
日

　

代
表
団
一
行
は
、
午
後
３
時
か
ら
町
民
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
受
入
式
に
参
加
し
た
後
、

足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
50
周
年
記
念

祝
賀
会
に
出
席
。
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
で
も
あ
る
ギ
レ
ス
ピ

ー
・
シ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
お
祝
い

の
ス
ピ
ー
チ
と
両
ク
ラ
ブ
の
旗
の
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
町
内
飲
食
店
で
歓
迎
会
が

行
わ
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
Ｗ
Ａ
の
会

（
後
藤
次
雄
会
長
）
関
係
者
な
ど
約
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
初
め
に
安
久
津
勝
彦
町
長

が
「
両
市
町
の
交
流
が
、
今
後
ま
す
ま
す
盛

ん
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

短
い
期
間
で
す
が
滞
在
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
三
味
線
や
民
謡
、
日

本
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
と
興
味
深
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

10
月
22
日

　

午
前
中
、
芽
登
保
育
所
と
芽
登
小
学
校
を

訪
れ
、
イ
ア
ン
・
ラ
ス
カ
ウ
ス
キ
ー
国
際
交

流
員
が
進
め
る
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
芽

登
保
育
所
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
歌

や
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、
元
気
あ
ふ
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

連
絡
会
議
に
参
加
。
会
議
は
、
ア
ル
バ
ー
タ

州
の
自
治
体
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
道

内
９
市
町
の
国
際
交
流
担
当
者
の
ほ
か
、
ア

ル
バ
ー
タ
州
政
府
駐
日
事
務
所
や
北
海
道
な

ど
の
関
係
者
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
各
自
治
体
の
交
流
状
況
や
今
後

の
促
進
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
23
日

　

役
場
庁
舎
を
訪
れ
安
久
津
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
（
写
真

：

右
下
）。
エ
リ
オ
ッ

ト
市
長
は
「
来
年
４
月
に
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ

ン
市
の
中
高
生
が
足
寄
を
訪
問
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
私
と
グ
レ
ン
も
引
率
と

し
て
参
加
し
、
ま
た
足
寄
に
来
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
受
け
入
れ
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
安
久
津
町
長
は
「
こ
う
し

た
経
験
は
将
来
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
か

け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
り
ま
す
。
今
後
も

両
市
町
が
協
力
し
合
い
交
流
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
で
今
回
の
受
け
入
れ
に
対

し
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
代
表
団
か
ら

町
議
会
に
友
好
の
証
と
し
て
「
モ
ザ
イ
ク
画

（
写
真

：

左
下
）」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
足
寄
保
育
園
ど
ん
ぐ
り
を
見
学
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
や
工
作
を
し
て

楽
し
ん
だ
後
、
カ
ナ
ダ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
芽
登
小
学
校
で
は
昨
年
か
ら
行
っ

て
い
る
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
の
フ
ォ
ー
リ

ン
小
学
校
と
の
ペ
ン
パ
ル
（
文
通
）
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
左
ペ
ー
ジ
記
事
参
照
）
を
見
学
。

こ
の
日
は
、
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
国
旗
を
模
し

た
紙
に
、
自
分
の
手
形
を
取
っ
た
紙
を
張
り

ま
し
た
。
完
成
後
は
、
フ
ォ
ー
リ
ン
小
学
校

の
児
童
へ
と
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昼
食
後
、
動
物
化
石
博
物
館
で
行
わ
れ
た

第
21
回
北
海
道
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
姉
妹
都
市

子どもたちは、日本にフォーリン（恋を）している
ペンパルプロジェクトが、現地ウェタスキウィンで大きな話題に！

　昨年から始めた芽登小学校とウェタスキウ

ィン市フォーリン小学校とのペンパル（文通）

プロジェクトが、大きな見出しとともに、地

元の新聞で取り上げられています。今後も関

連記事が掲載されるとのことで、足寄町とウ

ェタスキウィン市の交流の広がりが多くの市

民の関心を呼んでいます。

≪記事内容の一部を要約≫
　フォーリン小学校の3年生は、１万３千

km も離れた日本の子どもたちと友好の絆で

結ばれています。同校のメ―ガン・オルソン

教諭の児童は、姉妹都市先である足寄町の子

どもたちと文通をしています。

　「子どもたちは、手紙のやり取りを通し、

たくさんの言葉の違いを発見しました。また、

世界地図で日本がどこにあるのかを調べ、そ

こに国や文化があることを学んでいます」と

ペンパルプロジェクトの効果についてオルソ

ン教諭は話します。

　「実際、何人かの子どもたちは、私に『私たちは地球の反対側に住んでいて、お互い違う言葉を話

して、文化も違って、食べ物も違うけど、私たちは同じように、子どもだし、遊ぶのが大好きで、学

校にも通っているんだよね』と嬉しそうに話しました」「子どもたちが自分たちなりにつながりを持

ってくれることは、本当に素晴らしいことだと思います」とオルソン教諭は笑顔を見せました。

ウェタスキウィン・タイムス
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公 表

平
成
23
年
度
足
寄
町
の

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
６
月
に
「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
は
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比

率
と
資
金
不
足
比
率
を
監
査
委
員

の
審
査
を
受
け
た
後
に
議
会
へ
報

告
し
、
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
り
「
健
全
段
階
」「
早

期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
早

期
健
全
化
段
階
、
財
政
再
生
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化

計
画
等
を
定
め
、
計
画
に
従
っ
て

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
の
資
金

不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
た
場
合
に
は
、
経
営
健
全
化

計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

健
全
化
判
断
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
次
の

４
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
（
会
計
）
の
資
金
不

足
を
、
料
金
収
入
等
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
で
す
。

算
定
の
結
果

　

平
成
23
年
度
決
算
の
各
比
率
に

つ
い
て
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た
め
、

健
全
段
階
と
な
り
ま
し
た
。
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－

２
１
４
１
内
線
３
１
３

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ―― 　１４．６４％ ２０．００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ―― 　１９．６４％ ３０．００％

実 質 公 債 費 比 率 １６．１％ 　２５．００％ ３５．００％

将 来 負 担 比 率 １１．９％ ３５０．００％

会　　　計　　　名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ――

２０．００％
国民健康保険病院事業会計 ――

簡 易 水 道 特 別 会 計 ――

公共下水道事業特別会計 ――

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は、赤字額がないため「－」と表示しています。

※すべての会計で資金不足額がないため「－」と表示しています。

※総務省や北海道

のホームページ

で地方公共団体

財政健全化法関

係資料をご覧い

ただけます。

本町出身の歌手・悠木琴未さ
ん

大井会長

森会長

ふるさとへの思いを寄せて
第10回札幌足寄会・懇親会（参加者59人）が９月29日に札幌市中央区で、

第33回東京と足寄を結ぶ・ふるさと会（参加者64人）が10月20日に東京都品川区で開かれ、

本町にゆかりのある方などが参加し、懐かしい旧友や先輩、後輩と故郷の思い出や近況を

報告し合っていました。

札幌足寄会・懇親会

東京と足寄を結ぶ・ふるさと会
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで
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　足寄ロータリークラブの創立50周年記念式

典が町内飲食店で開催され、同クラブメンバ

ーや関係者ら約１００人が参加。家常尚詞会

長が「先輩会員たちに敬意を表するとともに、

１００周年を迎えられる名門クラブを目指し

伝統をつないでいきたい」と式辞を述べまし

た。また、記念事業として足寄町社会福祉協

議会に福祉車両の贈呈を行いました。

10.21 創立50周年を祝う

９.29 子どもたちでにぎわう

９.24 故・沼田茂正さ
んに特別叙勲

　大誉地小学校（山本勇二校長）で「いしや

まワールド」が行われ、保護者や地域住民、

上利別保育所の子どもたちのほか、芽登小、

螺湾小の児童が訪れました。この催しは、児

童会が中心となって企画されたもので、参加

者は趣向を凝らした児童手作りの的当てや魚

釣りなどを楽しみました。

10.16 いしやまワールド

10.16 認知症について学ぶ
　認知症講演会（町主催）が町民センターで

行われ、約１５０人が参加。老人看護専門看

護師の寺下いずみさ
んが、認知症の原因や症状、

予防について解説し「認知症が疑われたら早

めに専門医を受診することが大切。正しい知

識を持ち、皆さんで認知症になっても住み続

けられる地域を作りましょう」と伝えました。

　第６回子供まつり（足寄町商工会青年部主

催）が町民センターで行われました。会場に

は縁日コーナーや売店が設けられ、「おいし

いコロッケはいかがですか」などと威勢のい

い掛け声が飛んでいました。また、あしょろ

岐志会による木工工作教室なども行われ、会

場には子どもたちの笑顔があふれていました。

10.２ 体も心も若々しく

10. ８ 健脚を競う
　第33回町民マラソン大会が陸上競技場で開

催され、幼児から一般まで２６２人が参加し

ました。爽やかな秋晴れの下、各部門に分か

れた選手たちは沿道からの声援を背に、熱い

戦いを繰り広げました。また、同時に開催さ

れた第18回町民ウォーキングには22人が参加

し、出合いの森などで心地よい汗を流しまし

た。

10.13 赤十字ふれ“愛”バザール
　第25回チャリティー「赤十字ふれ“愛”バ

ザール」が町民センターで開かれ、約２００

人が訪れました。会場には町民から提供され

た衣類やバッグ、日用品などがいっぱいに並

べられ、お気に入りの品を求める人たちでに

ぎわいを見せていました。なお、このバザー

ルの益金は社会福祉のために活用されます。

　健康体操教室「生
い の ち

命の貯蓄体操（町教育委

員会主催、全５回）」が町民センターで行われ、

23人が参加しました。講師のＮＰＯ法人生命

の貯蓄体操普及会指導員らの指導の下、気血

の流れを良くするゆったりとした動きや下腹

部（丹
たん

田
でん

）を意識した呼吸法を繰り返し体験

しました。

　元町議会議員で今年７月に亡くなられた故・

沼田茂正さ
ん（85歳）に特別叙勲（旭日単光章）

が贈られ、安久津勝彦町長からご家族に勲記

と勲章が伝達されました。沼田さ
んは、昭和58

年５月から平成11年４月までの連続４期16年

間にわたり、町議会議員として地方自治の振

興発展に貢献されました。
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第58回（最終回）

豊かで安全な暮らしのために

町民
防災講座

最
終
回
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て

　

雌
阿
寒
岳
山
麓
地
域
の
火
山
災
害
軽
減
を

目
指
し
、
地
元
の
市
町
村
と
防
災
関
係
機
関

が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
19
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
「
雌
阿
寒
岳
噴
火
対
応
計
画
検
討

会
」。
こ
の
中
で
、
足
寄
町
民
の
豊
か
で
安

全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
防
災
・
減
災
の
有

識
者
や
防
災
関
係
機
関
か
ら
毎
月
「
広
報
あ

し
ょ
ろ
」
の
中
で
、
足
寄
町
の
減
災
に
つ
な

が
る
情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
、
こ
の
「
町

民
防
災
講
座
」
は
今
年
で
４
年
を
経
過
し
、

防
災
・
減
災
に
関
わ
る
北
海
道
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
方
に
執
筆
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
９
月
の
「
北
海
道
火
山
防
災
サ

ミ
ッ
ト
２
０
１
２
in
雌
阿
寒
岳
」
で
行
わ
れ

た
、
雌
阿
寒
岳
周
辺
地
域
の
防
災
・
減
災
の

な
自
然
災
害
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る

東
日
本
大
震
災
は
、
た
び
た
び
地
震
や
津
波

の
災
害
に
遭
っ
て
き
た
東
北
地
方
の
太
平
洋

岸
の
人
々
で
さ
え
も
、
想
像
す
ら
で
き
ず
に

多
く
の
犠
牲
を
伴
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。「
天
」
と
「
地
」
の
は
ざ
ま
に
暮

ら
す
私
た
ち
「
人
」
は
、
何
十
億
年
も
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
巨
大
な
地
震
や
噴
火
、
津
波
、

河
川
氾
濫
や
土
砂
移
動
な
ど
の
地
球
そ
の
も

の
の
生
き
ざ
ま
に
つ
い
て
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
太

古
の
時
代
か
ら
地
球
上
で
は
、
私
た
ち
が
想

像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
巨
大
な
自
然
の
変
動

を
何
度
も
起
こ
し
て
き
て
い
る
は
ず
な
の
で

す
。
そ
れ
が
分
か
っ
た
今
、
私
た
ち
地
球
上

に
暮
ら
す
「
人
」
は
、
今
だ
け
で
な
く
、
未

来
の
そ
の
と
き
に
備
え
、
天
と
地
を
学
び
、

そ
の
恵
み
を
享
受
し
な
が
ら
、
豊
か
で
安
全

に
暮
ら
し
て
い
く
「
す
べ
」
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
当
た
り

　

58
回
を
数
え
る
町
民
防
災
講
座
で
は
、
火

山
、
河
川
、
都
市
計
画
、
社
会
教
育
、
学
校

教
育
な
ど
国
内
で
活
躍
す
る
多
く
の
専
門
家

に
執
筆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害

か
ら
国
民
の
安
全
を
守
る
国
や
北
海
道
、
地

元
自
治
体
な
ど
の
公
的
機
関
の
活
動
も
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。
貴
重
な
時
間
と
知
見
を
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
執
筆
者
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
い
間
、
本
講
座
に
お
付
き
合
い

い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
、
こ
れ

か
ら
先
も
豊
か
な
暮
ら
し
が
続
き
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、「
町
民
防
災

講
座
」
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
雌
阿
寒
岳
噴
火
対
応
計
画
検
討
会
事
務
局
・

�

環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構
）
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４
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検
討
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
中
間
総
括

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
町
民
防
災
講
座
」

は
今
回
で
一
旦
の
区
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

先
人
の
教
訓
と
そ
の
伝
承

　

足
寄
町
は
そ
の
広
大
な
土
地
の
中
に
、
雌

阿
寒
岳
を
は
じ
め
と
す
る
風
光
明め

い

媚び

な
山
々

や
多
く
の
豊
か
な
川
、
オ
ン
ネ
ト
ー
な
ど
の

神
秘
的
な
湖
を
抱
え
て
い
ま
す
。
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
、
ふ
と
山
を
見
上
げ
て
み
る
と
、

四
季
折
々
の
季
節
を
味
わ
い
、
大
地
の
息
遣

い
を
感
じ
な
が
ら
そ
れ
を
理
解
し
、
そ
の
恵

み
と
と
も
に
時
に
生
じ
る
災
害
の
教
訓
を
生

か
し
な
が
ら
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
々
が
暮

ら
し
て
き
た
豊
か
な
町
で
す
。

　

地
震
や
噴
火
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
は

ま
れ
に
し
か
発
生
し
ま
せ
ん
が
、
足
寄
町
に

暮
ら
し
て
き
た
先
人
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
自

然
災
害
を
体
験
し
、
理
解
し
、
克
服
し
て
、

現
在
の
豊
か
な
町
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。
今

に
生
き
る
私
た
ち
は
、
先
人
た
ち
の
苦
労
と

努
力
を
学
び
、
そ
れ
を
生
か
し
て
、
時
と
と

も
に
変
化
す
る
豊
か
で
安
全
な
地
域
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
学
び
と

ま
ち
づ
く
り
は
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
人 

々
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
「
町
民
防
災
講
座
」
が
開
講
さ
れ
て

き
た
間
に
、
私
た
ち
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う

行
方
不
明
に
な
っ
た
高
齢
者
等
を
い
ち
早
く
発
見
す
る

「
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

いくつになっても住み慣れたこのまちで暮らしていけるように

「
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
っ
て
？

　

障
が
い
が
あ
っ
た
り
、
認
知
症
に
な
っ
た

り
す
る
と
、
記
憶
力
や
判
断
力
が
低
下
し
、

道
に
迷
っ
た
り
、
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
か

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
の
よ
う
な
方
が

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
協
力
機
関
が
連

携
し
、
速
や
か
に
発
見
し
保
護
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
ま
た
、
本
人
や
ご
家
族
に
対
し
、

そ
の
後
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
不
安

の
解
消
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
っ
た
場
合
は
、

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
署
で
は
、
捜
索
に
必
要
な
情
報
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
警
察
署
か
ら
役
場
へ
連
絡
が
入

り
「
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
通
じ
て
、

関
係
機
関
と
協
力
し
、
早
期
発
見
・
保
護
に

努
め
ま
す
。

「
事
前
登
録
」
が
お
勧
め
で
す

　

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
付
い

て
か
ら
、
行
方
不
明
者
の
特
徴
な
ど
を
説
明

し
て
い
て
は
、
捜
索
が
ど
ん
ど
ん
遅
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
道
に
迷
っ
て

し
ま
う
心
配
の
あ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
登

録
を
し
て
お
く
こ
と
で
発
見
・
保
護
活
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

　

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
も
、
介
護
を
一

人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
周
り
へ
発
信
し
、

協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

協
力
機
関
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

「
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
登
録
し
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
所
や
団
体
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
か
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
平

成
24
年
10
月
現
在
、
37
団
体
・
事
業
所
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
早
期
発
見
に
は

よ
り
多
く
の
地
域
の
方
の
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
認
知
症
等
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
ぜ
ひ
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
25

－

９
２
０
０

本
別
警
察
署
刑
事
・
生
活
安
全
課

�

☎
22

－

０
１
１
０

足
寄
町
は
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」

を
宣
言
し
て
い
ま
す

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
生
命
と
く
ら
し
を
守

る
た
め
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
恒
久
平
和

の
実
現
を
願
っ
て
、
足
寄
町
は
平
成
７
年
11

月
１
日
に
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を
宣
言
し

ま
し
た
。
ま
た
、
足
寄
町
議
会
で
も
、
平
成

７
年
９
月
14
日
に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
に

関
す
る
決
議
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
宣
言

　

核
兵
器
を
廃
絶
し
、
恒
久
平
和
を
実
現
す

る
こ
と
は
、
世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国
、
日

本
国
民
共
通
の
悲
願
で
あ
り
、
足
寄
町
民
の

心
か
ら
の
望
み
で
あ
り
ま
す
。

　

核
兵
器
が
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
生
存

に
大
き
な
脅
威
を
与
え
つ
つ
あ
る
今
日
、
私

た
ち
は
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
美
し
い
郷
土
を
守
り
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
も
、
我
が

足
寄
町
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
平
和
を
求

め
る
心
を
育
て
て
ゆ
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
非
核
三
原
則
の
堅
持
と
恒

久
平
和
の
実
現
を
願
い
、
明
る
く
住
み
良
い

幸
せ
な
町
民
生
活
を
守
る
決
意
を
し
、
こ
こ

に
足
寄
町
は
、
「
非
核
平
和
の
ま
ち
」
を
宣

言
し
ま
す
。
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　地域で素晴らしい生涯学習活動を展開してい

る各種団体・サークルが集い、日ごろ培ってき

た活動を発信します。皆さんのお越しをお待ち

しています。

日　時　11月18日㈰　午前９時30分－

場　所　本別町体育館

内　容

　フリーマーケット、読み聞かせ、農産品・加

工品販売、町健康管理センターによる健康づく

りコーナー、バザー（うどん・そば）など

詳　細

� 本別町役場企画振興課企画・生涯学習担当

� ☎２２－８１２１

いきいきほんべつふれあい祭り 銀河の森天文台
木星と秋の天体観望会

　美しい秋の星々をぜひご観望ください。
日　時　11月14日㈬－25日㈰
　　　　午後１時－９時30分
※土曜・日曜・祝日は、午後７時30分から説明

会を行います。
場　所　銀河の森天文台（陸別町宇遠別）
入館料　大人３００円　小・中学生２００円
※午後５時以降の入館は、夜間料金（大人５

００円、小・中学生３００円）となります。
小学生以下は、無料です。

詳　細� 銀河の森天文台　☎２７－８１００

お知らせ
４種混合ワクチンの接種が
始まります

狩猟期間に入りましたｅ
エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸご利用のお願い

　４種混合（百日せき・ジフテリ

ア・破傷風・不活化ポリオ）ワク

チンが11月から導入されます。こ

のワクチンの対象者は11月１日以

降に３カ月から90カ月になるお子

さんです（ただし、生ポリオワク

チンもしくは単独不活化ポリオワ

クチン、または３種混合ワクチン

をそれぞれ１回以上接種している

場合は４種混合の対象にはなりま

せん）。対象者には個別にご案内し、

また町ホームページなどでもお知

らせしています。

町ホームページアドレス

http://www.town.ashoro.hokkaido.jp
詳　細� 役場福祉課

� 保健福祉室保健推進担当

� ☎２５－２５７１

　道内には約65万頭（推定）のエ

ゾシカが生息し、エゾシカによる

農林業被害や交通事故が増加して

います。今年は、10月１日から平

成25年１月31日（エゾシカについ

ては10月27日から平成25年３月31

日）までの間、一部地域を除く道

内で狩猟が行われます。仕事や趣

味で野山に入る場合には、目立つ

服を着用するなど十分注意してく

ださい。

　また、林道などを車両で走行す

る際には、安全運転を心掛けるよ

うお願いします。

詳　細� 役場経済課林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４５

　道では、法人道民税・法人事業

税・地方法人特別税についてイン

ターネットを通じた電子申告（ｅ

ＬＴＡＸ）を行っています。

　オフィスなどのパソコンから簡

単・便利に申告することができま

すので、法人の申告はぜひｅＬＴ

ＡＸをご利用ください。申し込み

や詳しい内容はｅＬＴＡＸホーム

ページをご覧ください。

ｅＬＴＡＸホームページアドレス

http://www.eltax.jp/
詳　細� 十勝総合振興局

� 課税課事業税間税係

� ☎０１５５－２７－８５０５

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます
町へ

・中鉢武美さ
ん（南５条６丁目）

から� ヒグマ剝製　１体

足寄百年史
（上・下巻、資料編）

発売中

ご購入は…役場総務課総務室
　　　　　広報広聴担当まで

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
納
め
忘
れ
て
い
た
平
成
23

年
以
前
の
国
民
年
金
保
険
料
を
平
成
24
年
中

に
納
め
た
場
合
も
納
め
た
年
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
17
年
３
月
31
日
に
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
11
月
上
旬

を
め
ど
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が

き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

�
http://w

w
w
.nenk

in.go.jp

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

25

－

８
１
１
３

　

役
場
住
民
課
住
民
室
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
１
１

み
ん
な
の
国
民
年
金

秋
は
実
り
の
季
節
で

す
。
足
寄
の
畑
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
が
収

穫
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
の

中
で
も
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
サ
ル
ナ
シ
、

ミ
ヤ
マ
マ
タ
タ
ビ
な
ど
甘
い
木
の
実

が
な
り
ま
し
た
。
演
習
林
で
は
今
年

は
ミ
ズ
ナ
ラ
が
豊
作
で
し
た
。
一
般

に
、
ナ
ラ
類
は
毎
年
種
子
（
ド
ン
グ

リ
）
を
大
量
に
付
け
る
こ
と
は
な
く
、

数
年
周
期
で
豊
凶
を
繰
り
返
す
の
で

す
が
、
数
年
前
の
マ
イ
マ
イ
ガ
の
大

発
生
に
よ
る
被
害
の
影
響
を
受
け
た

せ
い
か
、
こ
こ
５
年
間
く
ら
い
は
あ

ま
り
ド
ン
グ
リ
が
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
豊
作
年
・
凶
作
年
が
生
じ
る
理

由
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
夏
の
高
温
・
乾

燥
が
翌
年
の
開
花
を
促
進
す
る
と
い

第82回『ドングリのなり年』

（九州大学北海道演習林林長　久米篤）

食べられてしまったミズナラのドングリ

し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
に

と
っ
て
は
、
動
物
や
鳥
、
昆
虫
た
ち

が
食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
、
ま
と
め

て
ド
ン
グ
リ
を
実
ら
せ
る
と
い
う
こ

と
に
重
要
な
目
的
が
あ
る
よ
う
で
す
。

種
子
と
し
て
の
ド
ン
グ
リ
の
寿
命
は

短
く
、
地
面
に
落
ち
る
と
直
ち
に
根

を
伸
ば
し
始
め
ま
す
。
も
た
も
た
し

て
い
る
と
、
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
一
斉
に
落
ち
て
一
斉
に
発
芽
す

る
と
い
う
性
質
は
、
ま
さ
に
ド
ン
グ

リ
の
背
比
べ
の
よ
う
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

う
観
察
結
果
も
あ
り
ま
す

し
、
病
害
虫
の
被
害
、
栄

養
条
件
、
光
環
境
な
ど
も

影
響
し
て
い
ま
す
。
し
か

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
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林業の仕事をしていたこと
はありませんか？

平成24年分
年末調整等説明会

平成25年成人式参加者およ
び成人祝賀会実行委員募集

新人を紹介します

　林業退職金共済（林退共）制度

に加入していた方で、退職金をま

だ受け取っていない方はいません

か。以前、林業の仕事に就いてい

た方で、ご自身が林退共へ加入し

ていたか分からない方についても

お調べします。また、罹災された

共済契約者および被共済者の皆さ

んに対し退職金の請求などの各種

手続きの必要が生じた場合は、速

やかに対応しますのでお問い合わ

せください。

詳　細�（独）勤労者退職金共済機構

� 林業退職金共済事業本部

� ☎０３－６７３１－２８８７

　年末調整事務および源泉徴収票、

支払調書合計表等の作成要領につ

いての説明会を開催します。

日　時　11月29日㈭　午前10時－

場　所　あしょろ銀河ホール21

詳　細� 役場住民課課税担当

� ☎２５－２１４１内線２３２

　町では、平成25年の成人式を次

の日程で行います。対象者で足寄

町に住民票がある方には、11月中

旬にはがきで詳細およびご案内を

お送りします。お知り合いに現在

足寄町に住民票のない方で、参加

を希望される方がいましたら、教

育委員会生涯学習室までご連絡く

ださい。

　また、成人式式典終了後に実行

委員会主催の祝賀会開催を予定し

ており、祝賀会を盛り上げる実行

委員を募集しています。実行委員

に参加を希望される方についても

ご連絡ください。

開 催 日　平成25年１月13日㈰
場　　所　町民センター

対 象 者　平成４年４月２日－平

成５年４月１日生まれの方

詳　  細� 教育委員会生涯学習室

� ☎２５－３１８８

　降雪による市街地の雪は、平成

25年５月31日までの間、次の２カ

所に捨ててください。

　また、車道への雪捨ては除雪や

車の走行に支障をきたし、道路法

（第43条）の違反になるので絶対

にやめましょう。

詳　細� 役場建設課車両室

� ☎２５－５４２０

町職員募集

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

平成25年度足寄保育園どんぐり新入園児募集

市街地の雪捨て場

請求先・詳細� 〒０８９－３７９７　足寄町北１条４丁目48番地１

� 足寄町役場総務課総務室職員担当　☎２５－２１４１内線３２３

自衛隊帯広地方協力本部ホームページアドレス

� http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集定員　おおむね１８０人

・０歳児－２歳児　※生後６カ月から対象となります。共働きや出産、

病気などの理由で家庭での保育ができないお子さんのみが対象です。

・３歳児－５歳児　※おむつが外れていることが条件となります。

募集期間　11月12日㈪－26日㈪
申込方法　足寄保育園どんぐり（北３条１丁目）にある申込書を提出し

てください。

詳　　細� 役場福祉課足寄保育園どんぐり　☎２５－２５７４

募　　集 お知らせ

年齢　25歳　出身　陸別町

趣味　ゴルフ、ドライブ

「まだ分からないことばかり

ですが、少しでも早く一人前

の職員になれるように、そし

て足寄町に貢献できるように

精いっぱい頑張っていきたい

と思います」

年齢　52歳　出身　湧別町

趣味　読書

「出身は湧別町で十勝に住む

のは初めてです。足寄町は螺

湾ブキで有名ですが、私はフ

キが好きなので大変うれしく

思っています。皆さんに貢献

できるよう頑張ります」

年齢　50歳　出身　新潟県

趣味　ドライブ、愛犬家

「このたび、足寄町民として

転入し今に至るまで町民の方

に親切にしていただきました。

ご恩返しできるように精いっ

ぱい頑張りますのでよろしく

お願いします」

年齢　52歳　出身　新潟県

趣味　愛犬と遊ぶこと

「このたび、雪国新潟から転

居してきました。空は高く、

空気は澄み、広々とした穏や

かな町に感動しています。皆

さんに慕われるナースを目指

し頑張ります」

古田　慶彦
建設課建設室技師

桜庭　真智子
国民健康保険病院看護師

小林　　信
国民健康保険病院准看護師

小林　晴美
国民健康保険病院主任看護師

試 験 区 分 事務職 土木技術職

採用予定人数 １人 １人

職 務 内 容 主に国際交流業務に従事 土木（上下水道含む）技術業務に従事

受 験 資 格

通訳としての実務経験があり、中学・高校
の英語教諭免許または、民間資格である児
童英語教師資格か小学校英語指導者資格の
いずれかの資格を有し、教育委員会、保育園、
幼稚園、学校および民間英会話教室等で１
年以上の実務経験がある方。また、普通自
動車運転免許を有し、採用後、町内に居住
できる平成25年４月１日現在で30歳以下の方。

平成25年３月までに大学を卒業、卒業見込
みの昭和58年４月２日以降に生まれた方で、
土木系学科または土木の職種に関係の深い
科目を履修した方、履修中の方。また、普
通自動車運転免許を有し、採用後、町内に
居住できる方。

※ただし、日本の国籍を有しない方または地方公務員法第16条の各号のいずれかに該当
する方は受験できません。

試 験 日 時 応募者に後日通知

試 験 場 所 町民センター 応募者に後日通知

試 験 方 法
一般教養試験・適性試験・面接試験・英会
話の実技試験

一般教養試験、適性試験および面接試験

採 用 年 月 日 平成25年４月１日

申込書の請求
役場総務課総務室職員担当までご請求ください。郵送で請求される場合は、封筒の表に
「職員採用試験申込書請求」（職種明記）と朱書きし、１２０円切手を張った宛先明記
の返信用封筒（定形外）を必ず同封してきださい。

申 込 期 限
12月７日㈮

※郵送による場合は、12月７日までの消印のあるものに限り有効

募集種目 応募資格 受付期間 試験日

陸上自衛隊高等
工科学校生徒

平成25年４月１日現在
15歳以上17歳未満

平成25年１月７日まで 平成25年１月19日

●共栄町
（共励橋下流足寄川左岸）

●栄町２丁目
（豊栄橋下流利別川右岸）
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☆11月１日に来年の年賀状がいよい

よ発売され、私は発売日当日に早

速購入しました。と言っても、買

っただけで、書くのはいつも年末

ぎりぎりになってしまいます。

☆日程に余裕はあるのに最後は期限

に追われるこの感じ、何かに似て

いると思ったら、そう、小学生の

時の休み明けに出さなくてはいけ

ない自由研究と同じことに気が付

きました。

☆同時に、小学生の時と何も変わっ

ていない自分にも気付かされ、少

しショックを受けました。

☆自分を変えるためにも、今年こそ

は胸を張って受け付け初日に出し

てみたいものです。

大西　姫
め

衣
い

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年７月12日生まれ）

　６月に弟が生まれてお姉ちゃ

んになりました。弟のことが大

好きで、泣くと一生懸命あやし

てくれるいいお姉ちゃんです。

これからも姉弟仲良く元気に育

ってね。� 祐樹・あずささ
んの子

� （下愛冠４丁目）
人 西　穂

ほ

澄
ずみ

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年12月27日生まれ）

　お兄ちゃんの影響で仮面ライ

ダーやゴーバスターが大好きな

穂澄。毎日変身ごっこを楽しん

でいます。これからもそのすて

きな笑顔で家族みんなを幸せに

してね。� 健二・香織さ
んの子

� （下愛冠２丁目）

斉須　望
のぞ

未
み

ち
  ゃ
   ん

� （平成22年11月14日生まれ）

　お姉ちゃんのまねが好きで、

踊ったり、おしゃべりをしたり

して家族を喜ばせてくれます。

お姉ちゃんと仲良くして、明る

く優しい子に育ってね。

� 久敏・由香さ
んの子

� （螺湾）

　９月30日に行われた「第６回親と子のやま

もりいっぱいおはなし会」でのスナップです。

ひとのうごき
10月末の住民基本台帳

人　口　　７，５５６　人　（－５)

　男　　　３，６４６　人　（－６)

　女　　　３，９１０　人　（＋１)

世　帯　　３，５７３世帯（＋１)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


